
歯周病予防 
～ヘルスリテラシーを身に着けた逞しく生きる児童・生徒の育成として～

「歯と口の健康づくり推進事業」協議会／東京都杉並区学校歯科医会会長
山﨑　靖

　杉並区における歯科健康診断において，小学校・中学校の学齢期の児童・生徒のう蝕罹患率は低下してい
るものの，歯肉炎の罹患率の低下は遅々としている現状があります。昨今，歯周病と全身疾患との関連，歯
の喪失原因としての歯周病，さらには口腔機能の保全による認知症予防の可能性など，歯周病と我々の生活
QOLとの関連は極めて密接であると言っても過言ではないでしょう。杉並区学校歯科医会，東京都衛生士会，
杉並区教育委員会からなる我々協議会は，日本歯科大学生命歯学部歯周病学講座・伊藤弘准教授の指導のも
と，ヘルスリテラシーを身に着けた逞しく生きる児童・生徒の育成を目指す活動として歯周病予防に取り組
みました。区内においてモデル校を任意に選択し，歯肉炎予防の戦略としてペリオスクリーン検査の導入，
歯周病と全身疾患との関連についての講話，指導を行いました。今回は，その大要について報告させていた
だきたいと思います。
　なお，今回このような栄誉ある賞を受賞し，関係各位の方々に御礼申し上げます。

なお，2019年度の地域活動賞は，『全国健康保険協会広島支部「事業所における歯周疾患検診促進に関する
普及啓発事業」』も受賞されておりますが，受賞講演については辞退の申し出がございましたので，ご紹介に
留めさせて頂きます。
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